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い
う
。（
福
島
県
で
は
未
だ
に
九
〇
〇
人
を
超
え

る
人
が
仮
設
に
暮
ら
す
。）

　

長
引
く
仮
設
暮
ら
し
と
仮
設
団
地
の
集
約
で
、

仮
設
か
ら
仮
設
へ
の
転
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

人
も
多
数
出
た
。
岩
手
県
最
後
の
仮
設
住
宅
は

た
ま
た
ま
陸
前
高
田
の
も
の
だ
。

　

一
一
年
五
月
、
法
政
大
、
明
治
大
、
中
央
大

な
ど
の
研
究
者
・
実
務
家
、
後
に
は
学
生
ま
で

も
が
参
加
す
る
、
避
難
所
仮
設
住
宅
の
生
活
状

況
に
関
す
る
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
す
る
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
自
治
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
十
数
次
に
わ
た
っ
て
行
い
、
調
査
結
果
を
ま

と
め
る
。調
査
だ
け
で
は
な
い
。住
民
に
伴
走
し
、

相
談
に
の
り
、
助
言
し
、
提
案
す
る
。
陸
前
高

田
に
深
く
根
ざ
し
、
長
期
に
わ
た
っ
て
、
大
所

帯
の
チ
ー
ム
が
活
動
を
続
け
た
。
類
例
を
見
な

い
。
本
書
は
そ
の
一
〇
年
目
の
ま
と
め
だ
。

人
と
生
活
全
部
を

　

仮
設
住
宅
の
性
能
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
、

集
会
所
、
心
と
体
の
健
康
、
家
族
を
失
っ
た
悲

し
み
の
ケ
ア
、
行
政
計
画
の
検
討
と
批
判
、
外

部
支
援
の
あ
り
方
と
反
省
、「
逃
げ
地
図
」
づ
く

り
。
読
者
に
正
確
に
伝
え
る
た
め
に
、
図
表
写

真
が
一
八
九
点
、
分
量
は
抑
え
き
れ
ず
、
紙
質

を
選
び
、
そ
の
結
果
、
厚
く
重
く
高
価
に
な
っ

た
。
い
ま
仕
方
な
い
と
思
え
る
。
た
く
さ
ん
の

手
間
と
時
間
が
か
か
っ
た
。
編
者
の
一
人
宮
城

孝
の
報
告
は
、
は
じ
め
『
月
刊
自
治
研
』
一
一

年
一
二
月
号
「
復
興
の
主
体
は
誰
か
」
と
題
し

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
仮
設
さ
は
行
が
ね
」

　

陸
前
高
田
が
舞
台
、主
人
公
が「
仮
設
さ
は
行

が
ね
」
と
叫
ぶ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
先

祖
に
な
る
』（
池
谷
薫
監
督
二
〇
一
三
年
公
開
）

が
、
震
災
一
〇
年
の
節
目
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

上
映
さ
れ
る
そ
う
だ
。

　

関
連
の
書
籍
二
冊
の
ご
案
内
。今
井
照
・
自
治

総
研
編
『
原
発
事
故　

自
治
体
か
ら
の
証
言
』

（
ち
く
ま
新
書
）。
今
井
照
・
朝
日
新
聞
福
島
総

局
編
著
『
原
発
避
難
者
「
心
の
軌
跡
」
―
実
態

調
査
10
年
の
〈
全
〉
記
録
』（
公
人
の
友
社
）。

評
者  

菅
原
敏
夫
　
本
誌
編
集
委
員

陸
前
高
田
に
根
ざ
し
て

　

岩
手
県
の
東
南
端
陸
前
高
田
市
。
東
日
本
大

地
震
大
津
波
で
は
、
市
内
の
九
割
の
世
帯
が
被

災
し
た
。ほ
ぼ
半
分
は
住
宅
全
壊
で
あ
っ
た
。三

月
二
六
日
に
は
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
受
付
開

始
。
そ
れ
か
ら
一
〇
年
が
経
つ
。
岩
手
、
宮
城

の
仮
設
住
宅
は
こ
の
三
月
で
「
解
消
」
す
る
と

『
仮
設
住
宅 

そ
の
10
年

―
陸
前
高
田
に
お
け
る
被
災
者
の
暮
ら
し
』

御
茶
の
水
書
房
　
六
五
〇
〇
円
＋
税

宮
城
孝
・
山
本
俊
哉
・
神
谷
秀
美
・
陸
前
高
田
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